
■司　　会　ＳＡＡ　後藤　英則

■開会点鐘　会　長　市川　慎二

■斉　　唱　奉仕の理想

■出席報告

■本日の欠席者
青木、田川

■他クラブ出席者
新川 (地区）

■ゲスト
柳澤　明良様 (元国際親善奨学生）

■ 10 月誕生記念祝

新川　　尚会員　　　　10.15

滝澤　　亮会員　　　　10.30

吉原　則光会員　　　　10.19

宋　　謹衣会員　　　　10.2

* 二宮麻理子会員　前回お休みのため今回にお祝い

本日の出席数        24 名

本日の出席率     92.30％ 修正出席率       　100％

会員数　 　 　    31 名
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■会長報告
　皆様、こんにちは。今週の大型の台風によっ

て各地で被害が発生しておりましたが、皆様

おかわりなくお過ごしでしょうか。

　今回の台風の影響で旭区でも停電や水道が

止まったり、屋根の被害も多く自然災害の怖

さを感じました。台風は、平均すると年間 25

～ 26 回発生するそうですが、今年はすでに台

風 25 号が近づいており、これ以上、被害が出

ないことを祈るばかりです。

　先日は体験例会のご協力、ありがとうござ

いました。お客様 13 名をお迎えし、小笠原さ

んの卓話など、とても良い雰囲気の中、皆様

過ごされていたように思います。当クラブの

例会が、毎回この位の人数、雰囲気なら、も

の凄く活性化されるだろうとつくづく感じま

した。第２回目の体験例会もありますので、

皆様のご協力をお願い致します。

　追記となりますが、本日の例会後に現理事

と５代前までの会長を理事候補者指名委員に

任命いたしました。次年度の役員及び理事に

立候補される場合は、２週間以内にお申し出

ください。

　さて、10 月は、経済と地域社会の発展、米

山月間となります。ロータリーの会員とロー

タリー財団は、地域社会とそこに住む人々が

経済的、社会的に自立できる道を開いていま
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②ガバナー補佐

　横浜瀬谷 RC 柳沼芳光会員を推薦　

③青少年交換ホストクラブ　横浜港南台 RC

* 次年度のガバナー補佐と青少年交換のホス

トは、、名簿順になるので該当クラブはご検討

ください。

３）青少年交換学生ホストクラブへの他クラ

ブの負担金

　第５南グループガバナー補佐から青少年交

換ホストクラブへの他クラブの負担金を、次

年度以降会員一人いくらにするのかの相談が

あった。現在、南グループは会員一人 2,000

円負担で、当グループは 3,000 円である。会

員数現時点で 334 名。

４）ガバナー補佐連絡会におけるガバナーの

報告

①青少年交換学生派遣国は、これまでの８カ

国から台湾を除いた７カ国となる。

②西日本豪雨義援金について

地区合計　3,006,600 円集まる。配布先とし

ては

・2670 地区 (四国 )

・2690 地区 (岡山、島根、鳥取 )

・2710 地区 (広島、山口 )

の３地区への分配する方向で進んでいる。

③公益法人米山梅吉記念館創立 50 周年事業へ

の協力、寄付については近々、ガバナーから

各クラブに依頼文書が発送される。

■財団委員会　　　　　　　　 　太田　勝典

○地区ロータリー財団研修セミナー報告

日時　９月 27 日㈭ 15 時～ 18 時

場所　ソシア 21　

出席者　増田ガバナー補佐、新川、太田

　来月 11 月はロータリー財団月間です。例年

のように年次基金一人 12,000 円以上、また、

複数の方にベネファクター 1,000 ドルの寄付

をお願いに伺います。ロータリー財団は皆様

の寄附により成り立っており、世界平和をめ

ざしております。御協力をお願致します。

■本庶佑先生ノーベル賞受賞について
　　　　　　　　　　　　　　　大川　伸一

　本庶先生は、現在、がん薬物療法において

大きな位置を占めている免疫系の薬剤の基と

なる研究を行った方で、以前から有力なノー

ベル賞候補者でした。この研究から開発され
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す。貧困の連鎖を断ち切るための女性への支

援、スキル開発と経営研修、持続を可能にし

ていく農業など、多くの支援を行いロータリー

の取り組みを、より世界中に広げていくため

にも、私たちは行動しなければなりません。

何かご提案があれば、理事会や委員会にお話

しください。

　また、11 月には財団へのご寄付の依頼もあ

るとおもいますので、ご協力をお願いします。

　米山については、当クラブでは次週に記念

館訪問の移動例会となります。

○地区関係　

１）米山カウンセラー研修会が開催

日時　10 月４日

　安藤会員、ご出席をお願い致します。

○クラブ関係

１）旭ふれあい区民まつり開催　

日時　10 月 21 日㈰

　例年同様、お米の販売など行う予定となり

ます。多くの会員のご参加をお願い致します。

２）体験例会について　　　　　　　
　９月 26 日に開催された体験例会を振り返り

皆様から良かった点、悪かった点などを伺い

たいと思います。ご意見をお聞かせ下さい！

■幹事報告
１）例会臨時変更のお知らせ

○大和ロータリークラブ

日時　10 月９日㈫休会

日時　10 月 16 日㈫→ 14 日㈰

　　　地区大会に振替

日時　11 月 13 日㈫→ 10 日㈯、11 日㈰　　　

　　　やまと産業フェアに振替

日時　11 月 20 日㈫休会

日時　12 月 11 日㈫→９日㈰

　　　交通事故撲滅大作戦に振替

日時　12 月 18 日㈫→ 16 日㈰

　　　クリスマス家族会

■第２回会長幹事会                　 安藤　公一

１）各クラブ報告

①現在の会員数

②会員増強のための活動紹介

③入会３年未満会員氏名、職業→委員会がガ

バナー月信で調べる事になる。

２）次年度第５フループの合併問題

①クラブ名簿　　前回報告済み
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た薬剤にて、抗がん剤が効かなくなった場合

にも一部の方には非常に効果があり、１、２ヶ

月の命とされた方が、仕事の復帰が可能になっ

ている例があります。今後もこの分野の薬剤

はまだまだ発展すると考えられており、人々

に幸福を与えたという意味でまさにノーベル

賞に相応しいと思います。

　一方で、新しい薬は高価なものが多く、患

者さんの負担はもちろん、国家の財政にも大

きな課題となっています。皆が考えていかな

ければ解決出来ないと思います。

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

市川　慎二／①財団学友の柳澤さん、ようこ

そお越し下さいました。②須藤さん、卓話宜

しくお願い致します。

安藤　公一／①須藤さん、卓話宜しくお願い

します。②先週 9/27、第 61 回 AKS 会ゴルフ

コンペを開催致しました。雨の中参加頂きま

した皆様有難うございました。次回の旭 RC ゴ

ルフコンペは 12/4 ㈫平塚富士見 CC 大磯コー

スです。よろしくお願いします！

須藤　　亘／先週は体験例会、お疲れ様でし

た。私も呼びたかったのですが急遽キャンセ

ルとなり残念でした。何とか増強につなげら

れるよう頑張って参ります。本日、初めての

卓話をさせて頂きます。緊張です。

滝澤　　亮／誕生日祝いを有難うございます。

新川　　尚／①須藤さん、卓話楽しみです。

②誕生祝いをありがとうございます。

吉原　則光／ようやく秋らしくなりそうです

ね。須藤さんの卓話楽しみです。よろしく期

待しています。

増田嘉一郎／久々のホームクラブです。公式

訪問は４クラブを終え、残るは２クラブにな

りました。

内田　　敏／須藤さん、本日の卓話よろしく、

楽しみにしています。

後藤　英則／須藤会員、卓話楽し味にしてい

ます。気合いを入れて頑張って下さい。

大川　伸一／須藤さん、本日の卓話を楽しみ

にしております。

目黒　恵一／須藤さん、卓話よろしくお願い

します。

齋藤　善孝／須藤さん、卓話楽しみにしてい

ます。

五十嵐　正／①須藤さん、本日の卓話楽しみ

です。②柳澤さん、お久しぶりです。

二宮　　登／須藤さん、本日の卓話楽しみに

しています。

太田　勝典／柳澤明良さん、お久しぶりです。

佐藤　真吾／①柳澤さん、お久しぶりです。

もっともっとクラブの例会に遊びに来て下さ

い。②先週の体験例会にご協力いただいた皆

様、有り難うございました。③須藤さんの卓

話楽しみです。

柳沢　哲也／先日の台風は夜中でしたが、朝

起きたら自宅周辺の道路に多数のおおきな木

が倒れており、通行止めでした。今年は全国

で災害の年ですね。

福村　　正／須藤さん、卓話楽しみです。

兵藤　哲夫／本庶先生、ノーベル生理学医学

賞受賞おめでとうございます。

北澤　正浩／①柳澤さん、ようこそ。②須藤

さん、卓話宜しくお願いいたします。③今回

の台風でいままでのニュースでしか見たこと

のない本物の暴風を体験した気がしました。

■職業卓話
「生命保険の役割と現在の状況」　
                               須藤　　亘

　皆さん、こんにちは。私が旭ロータリーに

加入させて頂いてから初めてこのような形で

皆様の前での卓話をさせて頂くということで、

大変緊張しております。皆さんご存知の内容

も多々あるかと思いますが、その点について

はご了承頂ければ幸いです。

　今回は職業卓話との議題を承っております

ので、まずはロータリーの上での「職業奉仕」

の定義を調べてみましたので、私がホームペー

ジにて勉強したことを明確にした上で、本題

に入らせて頂こうと思っております。
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　標準ロータリークラブ定款「第６条の２」

では次のように定義されておりました。

第６条 五大奉仕部門２．

　奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業お

よび専門職務の道徳的水準を高め、品位ある 

業務はすべて尊重されるべきであるという認

識を深め、あらゆる職業に携わる中で奉仕の 

理念を実践していくという目的を持つもので

ある。会員の役割には、ロータリーの理念に 

従って自分自身を律し、事業を行うこと、そ

して自己の職業上の手腕を社会の問題やニー

ズに役立てるために、クラブが開発したプロ

ジェクトに応えることが含まれる。

　様々な解釈はあるようですが、自身の職業

に対して強く「倫理性」を要求し、「職業を営

むこと（お金を儲けること）が、世のため人

のための奉仕となる」、また、「世のため人の

ために奉仕をする心を持って職業を営むべし」

との解釈があるようです。それぞれ職業分類

は異なるものの、倫理性を持った上で自身の

職業に関して " 世のために " 奉仕していくこ

とが、互いに影響し合うということのようで

す。ロータリーについての定義を確認出来ま

したので、これを踏まえたうえで本題に入ら

せていただきたいと思います。

　私の職業分類は「生命保険」です。まずは

生命保険のルーツ、歴史を辿っていくと、中

世ヨーロッパの都市で組織された「ギルド」

と呼ばれる商工業者の間で結成された同業者

組合により、はじまったと言われています。

この「ギルド」では、仲間同士で仕事で困っ

た時の資金援助や、病気やケガで働けなくなっ

た時や、万が一のことがあったときの遺族へ

の生活援助などをしていたそうです。さらに

17 世紀には、イギリスのセントポール寺院で、

仲間に万一のことがあった時の香典をだすた

めに、毎月一定額を払い込むという制度がで

きてきます。しかしこの制度は、皆が同じ金

額を支払っていたために、組合員が減るなど

すると、約束した香典の金額を支払うことが

できなくなってしまい、制度上の理由から潰

れてしまいました。

　やがて、18 世紀になると「ハレー彗星」で

有名な天文学者エドモンド・ハレーによって、

実際の死亡率に基づいた生命表が作られまし

た。この生命表によって、合理的に保険料計

算した「生命保険」が作られました。しっか

りした計算基礎に基づいて保険料をもらうた

め、つぶれることなく支払いもしっかりでき

るようになりました。それから後の約２世紀

の間に、人々の暮らしが変わっていく中で、

万一の場合のリスクに備えるだけでなく、病

気やケガでの入院のリスクに備えたり、老後

のリスクに備えたりできる生命保険が考え出

されました。このように、中世ヨーロッパの

ギルドにルーツをもつ「生命保険」は、長い

歴史の中で人生をより安心に暮らせる知恵が

詰め込まれてきました。保険の仕組みや歴史

は、「助け合いの仕組み」「助け合いの歴史」

から来ており、相互扶助の精神から成り立っ

ております。

　皆さまも既に生命保険には加入されてい

らっしゃる方が多いと思いますが、生命保険

は難しいイメージを持たれていらっしゃる方

も多いのが実態です。

　本日は生命保険について、噛み砕きながら

話をさせて頂きます。ご存知のことも多いか

もしれませんが、改めて話を聞いて頂くこと

で、保険について関心を持って頂いたり、参

考になって頂けましたら幸いです。

　生命保険についてですが、日本全体での加

入率は現在どのくらいか皆様ご存知でしょう

か。実は日本全国における生命保険の世帯加

入率は約 90％となっており、多くの方が万が

一や教育資金・老後等の目的で保険には加入

されているのが実態です。このように多くの

方が保険には加入しているものの、保険加入

の方の７割の方は不安に感じているという面

白い調査結果があります。

　なぜ不安を解決するために保険に加入され

ているのに、７割近い方が不安に感じている

のでしょうか。その理由について調査結果に

よると、『保険には入っているものの内容が良

くわかっていない』『どんなときにいくら支払

われるか良く分からない』『どんなときにどの

くらいの費用がかかるか分からないので、今

加入している保険で足りているのかどうかが

分からない』などの声がございました。

　保険は複雑で難しいですが、万が一のとき

のために備えて毎月こつこつと決して安くな
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い保険料を皆さま支出されております。まず

はご自身の保険について理解し、本当に必要

な保障に加入できているかを改めて確認して

いくことが大切であると考えます。

　ご自身の生命保険についてより知っていた

だくため、生命保険の仕組みをお伝えさせて

頂きます。生命保険は複雑で難しいイメージ

はあるものの、大きく区分をすると次の４つ

の組み合わせでできています。

１つ目は死亡保障、２つ目は医療保障、３つ

目は生前給付保障、４つ目は貯蓄です。

１つ目、２つ目の死亡保障や医療保障は保険

と言えば思い浮かぶ方も多いのではないで

しょうか。最近主流になっているのは３つ目

の生前給付保障です。万が一は、死亡時だけ

ではなく、三大疾病や介護状態、障害状態の

ように生存してはいるものの、大きなお金が

必要な場面がございます。そんな時に活躍す

るのがこの生前給付保障です。大きなお金が

必要となる場合に保険金が支払いとなってい

きます。生きるための保障ともいえます。４

つ目は貯蓄で保険に加入することで年金の準

備や教育資金の準備等資産形成をしていくこ

とも出来てしまいます。保険は複雑、難しい

イメージもあるものの、どの保険会社もこの

４つの保障の組み合わせのみで構成されてい

ます。こう考えるとそこまで難しいものでも

ないかなと思います。まもなく控除証明の時

期ですので、皆さまのお手元に証明書と合わ

せて契約内容の通知も届くことと思います。

上記の視点で今一度ご自身の保険を見ていた

だけると頭の中もすっきりされるかなと思い

ます。

　また、生命保険は医療技術の進歩とともに

常に進化しています。例えば、がんの治療方

法についても目まぐるしい勢いで新しい治療

方法の開発が進んでおります。そのため、以

前はがんは不治の病だと言われておりました

が、今は早期発見・早期治療で治る時代とな

りました。また、がんは長期入院での治療方

法から短期入院で通院での治療方法へと変

わってきています。

　現在、がんの治療方法には

①外科手術②抗がん剤等の化学療法③放射線

治療の大きく３つの治療方法があります。

　また、先日ノーベル賞受賞のニュースで大

きく取り上げられておりましたが、この治療

方法の他に免疫療法という新たな治療方法が

加わっていく見込みです。

　このように医療技術の進化に合わせて保険

も進化しています。がん保険に例え入ってい

たとしても、もしがんになった時にしっかり

備えられる保険になっているかどうかしっか

り確認しておく必要があろうかと思います。

　保険によっては治療方法によって支払われ

るもの支払われないものが存在しているのが

現状です。せっかく毎月保険料を払われてい

るのですから、万が一の際にしっかり保障さ

れる保険の方が安心できますよね。

　新しい治療方法にも対応になる保険になっ

ているかどうか是非保障点検をしてみてくだ

さい。

　また、私事ですが、先週高校の友人から連

絡があり、『肺尖がん』になったと連絡があり

ました。外科手術が終わり、現在は抗がん剤

での治療がスタートしているとのことでした。

友人はもちろんのこと、私自身もとても驚き

ショックでした。毎年８月末には秋田に集まっ

て、大曲全国花火大会に行っていた仲間でし

たが、今年は健康診断の結果、ポリープがあ

り検査のためと来れなかったのですが、まさ

かがんであったとは思ってもなかったです。

今後は友人もがんと向き合い闘っていきます。

私自身も情報を集め、がんと闘っていくため

の方法を一緒に考えていけたらと思っていま

す。

　生命保険もそれぞれ目的や意味を考えて加

入することで、より安心を提供できるものと

思っています。

　皆様への情報提供を通じて安心をお届けで

きるよう、使命感をしっかり持って今後も従

事していきたいと思います。

■次週の卓話　　　

10/17 ㈬　

滝澤　　亮会員

「横浜保土ヶ谷区星川・桜ケ丘遺跡の調査について」

　　　

　　　　　　　　　週報担当　　関口　友宏
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